
LEARN WITH ソフトバンク 〜魔法のプロジェクト2024〜 

インクルーシブ教育 実践事例 
 

事例の活用について 

※本事例の知的財産は投稿者に留保されます、使用される際には出典として 

「 LEARN WITH ソフトバンク 〜魔法のプロジェクト 2024 組織名」 を記載ください。 

 

■基本情報 

組織名： 北山田小学校 

所在地：  

※都道府県・市区町村 

神奈川県横浜市都筑区北山田５丁目１４番１号 

氏名： 佐藤 絵里 

 

■インクルーシブ対応を検討するきっかけとなった児童・生徒（※以下「対象の子ども」

と略）について 

対象の子どもの学齢 選択してください。 

障害種別： ☐知的障がい、知的障がいを伴う ASD 

☐高機能自閉、アスペルガー症候群 ☐読み書き障がい 

☐注意欠損多動性障がい（AD/HD） ☐肢体不自由 

☐聴覚障がい ☐構音障がい ☐視覚障がい ☐病弱  

☐重度重複障がい ☐その他（学年に対応する語彙への補強） 

主訴（主な困り） ☐読む  ☐書く ☐聞く ☐見る ☐話す ☐記憶する  ☐移動する   

☐その他

（                            ） 

その他補足 AI 時代に応じた活用事例を提案したいと考えて授業を行いまし

た。横浜市の意向など組コメきれていない部分もありますが、 

ただ一途に「学習を丸写し・丸暗記で満足する子どもたちにしたく

ない。知的好奇心を持ち続ける子どもたちであってほしい。」とい

う願いで、１年生に A!を活用することができないだろうかと授業

提案をしました。横浜市に「教育ネット社」のご協力のもと、国語

の学習に役立つ資料になるよう改良していただき、授業参観・研究

授業で行っています。 

①子どもたちは、学習のために必要に応じてタブレットなどを選択する

ことができるか。 

②教師は、子どもの学習に必要な素材をAI に頼ることができないか。 

以上の観点で授業を行うことで、どの児童にとっても活用できるイ

ンクルーシブな授業を提案します。 
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■対象の子どもが利用している ICT について 

①利用端末（ハード） ☐タブレット ☐ PC  ☐その他（            ） 

②OS ☐ Windows ☐ MacOS ☐ Chrome  □Android  ☐ iOS  ☐その他                          

③使用した ICT の機能やアプリを教えてください。複数あれば、ボックスを追加して記載

してください。ネイティブアプリ（最初から搭載されているアプリ）の URL は記載不要

です。 

 

                                      であ 

 

 

 

 

 

 

④上記の ICT を活用して、対象の子どもの困りをどのように軽減されたかを詳しく記載ください。 

 

 

 

 

 

 

 

■インクルーシブ対応状況について 

① インクルーシブ対応の検討の  児童生徒は、どの範囲まで利用が可能ですか？ 

教科 ☐全ての教科で使用可能  ☐特定の教科のみ使用可能 

場所 ☐通級等のみ  ☐クラス限定  ☐学年限定  ☐学校全体 

利用シーン ☐宿題  ☐授業中  ☐小テスト  ☐定期テスト ☐その他

（        ） 
 

② 周囲の児童生徒が ICT を使用するにあたり、個別の許可が必要ですか？ 

☐はい  ☒いいえ 

問題ありません。 

 

 

 

 

 

おたすけ AI：図鑑や絵本など、身近な資料の読み取りの際に、語彙的に理解しずらい

文言にであったときに、辞典で調べたりネット検索をせずに「調べることへのお助け専

用のＡＩ」により、理解を深めることができた。 

ロイロノート：授業の震度によって「先生の〇付け待ち」を生まないようにタブレット

上での提出箱を利用することで即時、個人に対応することができた。 

 

 

 

名称： おたすけ AI 

URL: 

 

名称： ロイロノート 

URL：  
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■インクルーシブ対応に向けての工夫について 

①前問で、「いいえ」と回答された方にお伺いします。環境整備に向けた実施事項/工夫点

について記載ください 

 

 

 

 

 

 

■その他 

参考になる写真があれば、こちらに添付してください。 

※個人の写真が含まれる場合、事前に保護者の許可が得られているものに限ります。詳細

は投稿要綱をご確認ください。 

 本学級にはソフトバンク社にお勤めの保護者の方がおられ、授業参観で授業を見ていただいた際に、今回のご提案をご

紹介をいただきました。 

 

 

■変化や効果について 

①対象の子どもにどのような変化がありましたか 

 

 

 

 

 

③ 対象の子ども以外の児童・生徒や、学校全体にどのような変化がありましたか 

 

実施事項/工夫点 

横浜市の実践として「市内同一機種」「市内同一アプリ」の使用がありますが、実態に

応じて学校独自の取り組みを行うことができます。本校は、どの児童にも適した使用方

法を探し続けています。学習のための道具であるように、ノートも教科書もタブレット

も選んで使用できるよう日々使用方法を改善・工夫をしています。 

効果は見られたと思いますが、今回の授業に特化してサイトを作っていただいたので、

継続して使用する姿が見られませんでした。できれば、こういった希望をかなえるサ

イトができますとうれしいです。 

 

 

同上 


